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本
号
の
特
集
で
は
国
水
研
の
国
際
的
な
水
銀
研
究
振

興
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
一
月
に
開
催
し
た
「

※

Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
二
」
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
と

ん
と
ん
峠
を
御
覧
に
な
っ
て
頂
き
、
少
し
で
も
国
水
研
の

活
動
を
知
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

今
回
の
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共

和
国
の
国
立
ジ
ョ
ゼ
フ
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
研
究
所
を
は
じ

め
と
す
る
各
国
の
研
究
員
を
招
き
、
水
銀
の
ヒ
ト
の
健
康

や
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
回
は
水
俣
市
と
の
共
催
で
行
わ
れ
、
一
日

目
は
水
俣
市
と
水
俣
市
立
資
料
館
の
紹
介
を
行
い
、
二
日

目
の
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
水
俣
病
に
関
す
る
現

場
見
学
や
語
り
部
講
話
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ

て
水
銀
に
関
す
る
様
々
な
研
究
成
果
や
水
俣
の
歴
史
、
現

状
の
紹
介
を
行
い
、
今
後
の
水
銀
研
究
を
よ
り
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 



●
特
集 

『
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

二
〇
一
二
』  

国
際
・
総
合
研
究
部 

坂
本 

峰
至 

 

国
水
研
は
、
一
九
九
七
年
以
降
、
国
内

外
の
専
門
家
を
招
へ
い
し
、
水
銀
に
関
す

る
最
新
の
研
究
発
表
と
意
見
交
換
を
行

う
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
二
〇

〇
九
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
同
時
通
訳

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
一
般
の
方
で
も
参

加
し
て
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
研

究
者
以
外
の
参
加
者
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。 

今
回
の
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ス

ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
の
国
立
ジ
ョ
ゼ
フ
・
シ

ュ
テ
フ
ァ
ン
研
究
所
の
研
究
員
を
中
心

に
招
き
、
一
月
二
十
六
日
に
「
水
銀
の
健

康
や
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
現
在
の

研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
の
イ
ド
リ
ヤ
町
は
、

か
つ
て
世
界
第
２
位
の
生
産
量
を
誇
る

水
銀
採
掘
で
繁
栄
し
ま
し
た
。
す
で
に
鉱

山
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も

鉱
山
や
周
辺
地
域
は
水
銀
に
よ
る
環
境

汚
染
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
水
俣
市

も
同
様
に
水
銀
に
向
き
合
っ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
両
都
市
は
水
銀
に
関
す

る
博
物
館
を
有
し
て
い
て
、
昨
年
に
は
水

俣
市
長
と
イ
ド
リ
ヤ
町
長
が
お
互
い
の

都
市
や
博
物
館
を
訪
問
し
、
友
好
な
関
係

に
あ
り
ま
す
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
四
つ

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
イ
ド
リ
ヤ

町
と
水
俣
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
を
兼

ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
か
ら

は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
歴
史
、
自
然
、
イ
ド

リ
ヤ
水
銀
鉱
山
の
歴
史
や
新
た
な
街
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
水
俣
市

か
ら
は
、
水
俣
病
の
歴
史
と
環
境
モ
デ
ル

都
市
と
し
て
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

第
二
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
旧
イ
ド
リ

ヤ
水
銀
鉱
山
周
辺
か
ら
河
川
へ
の
水
銀

分
散
と
現
在
の
水
俣
湾
に
お
け
る
生
け

簀
を
使
っ
た
環
境
評
価
に
研
関
す
る
研

究
、
第
三
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ス
ロ
ベ
ニ

ア
に
お
け
る
環
境
と
人
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
調
査
に
関
す
る
研

究
、
第
四
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ヒ
ト
へ
の

水
銀
の
曝
露
評
価
と
そ
の
影
響
に
関
す

る
研
究
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に

関
す
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

発
表
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
か
ら
六
名
、
韓

国
二
名
、
ス
ペ
イ
ン
一
名
、
国
水
研
三
名

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
俣
市
役
所
、
鹿
児

島
大
学
、
一
般
市
民
等
を
含
め
て
約
六
十

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

各
発
表
の
後
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
会
場
の
参
加
者

や
研
究
者
か
ら
発
表
内
容
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
同
じ
く
、
世
界
最
大
規

模
の
ア
ル
マ
デ
ン
水
銀
鉱
山
を
抱
え
て

い
た
ス
ペ
イ
ン
か
ら
は
、
主
に
鉱
山
労
働

者
の
健
康
被
害
と
健
康
管
理
に
つ
い
て

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
金
属
水
銀

に
よ
る
汚
染
で
、
韓
国
や
日
本
の
研
究
は

会場の様子 

発表中のイドリヤ博物館のダルコ・ビレロ



メ
チ
ル
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
と
魚
介

類
を
介
し
て
の
人
へ
の
メ
チ
ル
水
銀
の

曝
露
と
は
異
な
っ
た
タ
イ
プ
の
水
銀
に

関
す
る
興
味
深
い
発
表
が
聞
け
ま
し
た
。 

今
回
の
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
お

互
い
の
資
料
館
同
士
の
交
流
も
兼
ね
て

水
俣
市
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
ス
タ
デ

ィ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
は
水
俣
市
の
企
画
で
、

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
翌
日
に
、
坂
本

水
俣
病
資
料
館
長
の
案
内
で
、
九
名
の
海

外
研
究
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
海

外
の
研
究
者
に
水
俣
病
の
歴
史
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
百
間
排
水
口
、
親
水
護

岸
、
水
俣
病
資
料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
水

俣
病
資
料
館
で
は
語
り
部
の
杉
本
雄
さ

ん
の
話
に
皆
さ
ん
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
ミ

レ
ー
ナ
・
ホ
ー
バ
ッ
ト
さ
ん
は
未
だ
に
完

全
に
解
決
し
て
い
な
い
水
俣
病
問
題
に

驚
き
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。
更
に
、
豊

か
な
水
俣
の
自
然
や
文
化
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
村
丸
ご
と
生
活
博
物
館

（
寒
川
地
区
）
の
見
学
を
行
い
、
愛
林
館

の
沢
畑
館
長
か
ら
棚
田
を
守
る
活
動
を

中
心
に
説
明
を
受
け
、
短
い
間
で
し
た
が

寒
川
水
源
等
の
自
然
に
も
親
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。 

帰
り
に
は
、
参
加
者
全
員
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト

が
有
意
義
で
あ
っ
た
と
感
謝
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
水
俣
駅
に
は
宮
本
水
俣
市

長
が
見
送
り
に
来
ら
れ
て
一
緒
に
記
念

写
真
を
撮
り
、
今
後
の
再
会
を
約
束
し
て

帰
国
の
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

発表者に質問を行う、スペインのパブロ・ヒグレアス氏

寒川水源にて 水俣病資料館にて 

国
水
研
の
動
き 

(

平
成
二
十
三
年
十
一
月
～
平
成
二
十
四
年
二
月) 

 

十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
一
日 

  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
パ
ナ
マ
） 

 

十
一
月
四
日 

  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修 

  

（
マ
レ
ー
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
） 

 

十
一
月
二
十
五
日 

  

鹿
児
島
大
学
・
中
国
東
北
大
学
一
行
来
所 

   十
一
月
二
十
九
日 

  

筑
波
大
学
一
行
来
所 

 

十
二
月
八
日 

  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修 

  

（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ボ
リ
ビ
ア
他
六
カ
国
） 

 

十
二
月
二
十
四
日 

 

北
九
州
市
立
大
学
一
行
来
所（
情
報
セ
ン
タ
ー) 

 

一
月
十
八
日 

  

横
光
克
彦 

環
境
副
大
臣
水
俣
訪
問 

 

一
月
二
十
一
日 

  

第
二
十
五
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

 

一
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日 

  

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
情
報
セ
ン
タ
ー
） 

 

一
月
二
十
九
日 

  

細
野
豪
志  

環
境
大
臣
水
俣
訪
問 

 

二
月
八
日 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
他
五
ヶ
国
） 

 

二
月
十
三
日
・
十
四
日
・
十
六
日 

  

水
俣
病
経
験
の
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー 

  

（
中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
他
五
カ
国
） 

 

二
月
十
六
日 

 

都
留
文
科
大
学
一
行
来
所 



      

社
会
科
学
室
が
中
心
市
街
地
の
調
査

研
究
拠
点
と
し
て
ま
ち
な
か
に
開
設
し

た
む
つ
か
ど
ラ
ボA

telier

の
一
階
で
は

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
吉
永
理
巳
子
さ
ん
の
リ
グ
ラ
ス
、

久
保
山
雅
子
さ
ん
の
再
生
キ
ャ
ン
ド
ル
、

坂
田
恵
美
さ
ん
の
切
り
絵
、
新
立
航
大
さ

ん
の
書
や
、
手
芸
が
大
好
き
な
マ
マ
た
ち

に
よ
る
手
づ
く
り
の
子
供
服
な
ど
を
展

示
し
て
き
ま
し
た
。
三
月
か
ら
は
、
紙
漉

き
職
人
・
金
刺
潤
平
さ
ん
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
六
ツ
角
を
通
り
か
か
っ
た

と
き
は
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、A

telier

で
は
、
随
時
、
展
示
作
品

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

     

  

一
月
二
十
一
日
（
土
）
に
水
俣
病
情
報

セ
ン
タ
ー
で
第
二
十
五
回
健
康
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
骨
粗

鬆
症
そ
の
予
防
と
治
療
」
―
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
た
め
に
―
と
い
う
テ
ー
マ
で

熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
運

動
骨
格
病
態
学
分
野
教
授
水
田
博
志
先

生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

骨
粗
鬆
症
の
患
者
は
高
齢
女
性
を
中

心
に
増
加
し
て
お
り
、
推
計
で
一
一
〇
〇

万
人
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ル

モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
す
る
更
年
期

以
降
の
女
性
に
多
く
、
六
十
代
女
性
の
三

人
に
一
人
、
七
十
代
女
性
の
二
人
に
一
人

が
骨
粗
鬆
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
は
骨
の
形
成
と
吸
収
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
時
に
起
こ
り
、
初
期
段
階
で

は
自
覚
症
状
は
な
く
、
骨
折
し
て
初
め
て

気
付
く
ケ
ー
ス
が
多
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
一
二
四
名
の

参
加
が
あ
り
、
骨
粗
鬆
症
の
専
門
家
で
あ

る
先
生
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
会
場
か
ら
の
質

問
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                            

編
集
後
記 

本
日
の
と
ん
と
ん
峠 
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今
年
度
の
と
ん
と
ん
峠
も
本
号
で
最
後
に

な
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
は
去
年
の
五
月
に
東
京
か
ら
国
水
研
へ

赴
任
し
て
早
十
ヶ
月
、
今
で
は
「
か
さ
ご
」

を
「
が
ら
か
ぶ
」
と
自
然
に
口
に
で
き
る
ほ

ど
こ
の
土
地
に
馴
染
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
国
水
研
は
私
の
よ
う
な
出
向
組
か
ら
、

水
俣
で
長
年
研
究
し
て
い
る
研
究
者
な
ど
多

様
な
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
も
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

で
と
ん
と
ん
峠
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
国
水
研
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

お

知

ら

せ 

★ 

第
二
十
五
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

 
 

を
開
催
し
ま
し
た
♪

★ 

む
つ
か
ど
ラ
ボA

telier 

か
ら 

展
示
物
の
ご
案
内
♪ 墨人・新立航大さんの「絆」 

❤
健
康
メ
モ 

脳
磁
計
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
）
は
脳
の
健
康
状
態

を
調
べ
る
最
先
端
の
計
測
装
置
で
、
全
国

で
も
四
十
～
五
十
台
ほ
ど
し
か
導
入
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

脳
の
中
に
は
多
く
の
神
経
細
胞
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
神
経
細
胞
の
中
を
電
気
が
流

れ
る
こ
と
で
脳
は
活
動
し
て
お
り
、
細
胞

の
中
に
電
気
が
流
れ
る
と
周
囲
に
磁
場
が

発
生
し
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
Ｇ
は
、
こ
の
磁
場
を

計
測
し
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
Ｇ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
情
報
は
脳
波
計
の
数
十
倍
の
情
報
量
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
脳
の
中
に

は
音
を
聞
く
時
に
活
動
す
る
細
胞
、
感
じ

る
時
に
活
動
す
る
細
胞
、
運
動
を
す
る
時

に
活
動
す
る
細
胞
な
ど
、
働
き
の
異
な
る

多
く
の
細
胞
が
あ
り
、
脳
の
様
々
な
場
所

に
分
布
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
Ｇ
検
査
に
よ

り
、
ミ
リ
単
位
で
脳
の
ど
こ
の
場
所
が
活

動
し
て
い
る
か
が
解
か
り
、
千
分
の
一
秒

単
位
で
脳
の
中
の
詳
細
な
情
報
の
流
れ
を

知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
物
忘
れ
が
多
く

な
っ
た
り
、
同
じ
話
を
何
度
も
し
た
り
、

今
ま
で
上
手
に
使
え
て
い
た
道
具
が
う
ま

く
使
え
な
く
な
っ
た
り
、
身
近
な
人
の
名

前
が
思
い
出
せ
な
く
な
っ
た
り
、
集
中
力

が
低
下
し
た
り
し
た
場
合
は
、
最
先
端
の

Ｍ
Ｅ
Ｇ
検
査
に
よ
る
脳
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お

す
す
め
し
ま
す
。 

現
在
、
国
水
研
で
は
水
俣
病
の
脳
機
能

の
評
価
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
無
料
で

脳
磁
計
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
是
非
、
国
水
研
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。 


